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　　　　　　　　　　　　業績予想の修正に関するお知らせ

　　　　　　　　　　　　記

１．平成17年3月期　連結通期業績予想数値の修正（平成 16年 4月 1日 ～ 平成 17年 3月 31日）
(単位：百万円、％)

売上高 経常利益 当期純利益

前回発表予想(Ａ)
（平成 16年 11月 8日 発表）

65,200 6,200 3,300

今回修正予想(Ｂ) 66,200 6,400 2,000
増減額(Ｂ－Ａ) 1,000 200 △ 1,300

増減率 1.5 3.2 △ 39.4
前期（平成16年3月期）実績 65,061 8,597 5,692

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期）　　26円48銭

２．平成17年3月期　単体通期業績予想数値の修正（平成 16年 4月 1日 ～ 平成 17年 3月 31日）
(単位：百万円、％)

売上高 経常利益 当期純利益

前回発表予想(Ａ)
（平成 16年 11月 8日 発表）

63,800 5,900 3,000

今回修正予想(Ｂ) 64,900 5,700 1,600
増減額(Ｂ－Ａ) 1,100 △ 200 △ 1,400

増減率 1.7 △ 3.4 △ 46.7
前期（平成16年3月期）実績 63,589 8,376 5,512

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期）　　21円19銭

３．理　　由

 平成 16年 11月 8日の中間決算発表時に公表した業績予想を下記のとおり修正します。

　売上高につきましては、国内医療用医薬品売上が主力商品であるムコダインの堅調な推移により、当期予想
を上回る見込みとなりました。その結果、当期の売上高（連結）は６６２億円となる見込みです。
　利益面では、国内売上高が予想を上回る一方、研究開発費の増加及びＡｃｔiｖＸ社買収に伴う営業権償却など
の関係費用の発生により販売費及び一般管理費が予想を上回り、経常利益は６４億円となる見込みです。当
期純利益につきましては、退職年金制度の再構築に伴う費用約１６億円及び能代工場原末製造設備の有姿除
却約１１億円を特別損失として新たに計上し、その結果、当期純利益は２０億円となる見込みです。

備　考
　本資料に含まれる業績予想及び将来の予測は、現時点で入手される情報に基づくものであり、潜在的な
リスクや不確実性が含まれております。したがって、実際の業績は、様々な要因によりこれらの予想と異な
ることがありますことをご承知おき下さい。


